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１．概要（Summary） 

現行のリチウムイオン二次電池（LIB）の性能を超える

革新型二次電池の負極材料として Li 金属が現在注目さ

れている．Li 金属を負極として用いる際には充放電に伴

う電極の形態変化，特に充電時のリチウム析出の形態を

制御することが重要である．今回，電池に組み込む部材

の検討によるリチウム析出の形態制御を目指し，早稲田

大学ナノテクノロジーリサーチセンターの設備を利用して

Cu 箔上への Li 析出形態の観察を行った． 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

FE-SEM（S-4800） 

【実験方法】 

対極を Li 金属箔，作用極を Cu 箔とするハーフセルを

作製し，電流密度 1 mA cm-2，規定容量 1 mAh cm-2，規

定電圧－1 V‐1 V vs. Li 金属箔として充放電試験を 9 サ

イクル行ったのち Cu 箔上に Li を析出させ，10 サイクル

目の Li 析出の様子として FE-SEM にて電極表面を観察

し評価を行った．SEM 加速電圧は 5.0 kV とした． 

電池に組み込む部材の構造を変化させた際の 10 サイ

クル目 Li 析出形態観察を行い，それらの手法が充電時

のリチウム析出形態に与える影響の是非を評価した．実

際に行った電池部材の変更手法は下記の通りである． 

(a) 通常の電池系 

(b) 部分的にイオン伝導度を低下させた系 

 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1 に各電池設計における 10 サイクル目の電極端

部における Li 析出形態を示す．電池系を変更した場合で

も，析出形態に大きな変化は見られなかった．部分的なイ

オン伝導の低下ではイオン伝導を完全に遮断することは

ないため， Li 析出の挙動に大きな影響を与えることがな

かったと考えられる．したがって，今後はイオン伝導を低

下のみではなく完全に遮断した際の影響の評価を行って

いきたいと考えている。また，電極側面での析出形態に影

響が出る可能性があるが，実際に評価は行えていないた

め今後実施していきたい。 

 
Fig. 1 Li deposition form at the electrode end. 

 

４．その他・特記事項（Others） 

・ALCA-SPRING（JST） 「次世代蓄電池の開発」 
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